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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
それぞれがセクタＩＤを有するセクタ（３）を有する光ディスク（１１～１８）において
、
各ＩＤに基づいて当該光ディスク（１１～１８）上で連続的に配列された第１のセクタの
組（３１３～３１５）を含む第１の領域（４）と、
各ＩＤに基づいて当該光ディスク（１１～１８）上で連続的に配列された第２のセクタの
組（３１６～３１８）を有し、ディスクスキャン方向（Ｂ）に関して上記第１の領域（４
）の後に位置し、上記第１のセクタの組内のセクタＩＤの複製である少なくとも１つのセ
クタＩＤを有する第２の領域（５）と、
上記第１の領域（４）の前に位置する開始セクタ（３３）と、
光ディスク読出装置が開始セクタ（３３）を読み出した後に、ピックアップ読取素子を、
上記第２の領域（５）のセクタ又は該第２の領域（５）の後に位置するセクタの１つのセ
クタＩＤを有する第１のターゲットセクタ（３１６、３１７、３５２）に移動させること
を該光ディスク読出装置に指示するナビゲーションデータとを備え、
上記開始セクタ（３３）と上記第１のターゲットセクタとの間のセクタの数は、上記光デ
ィスク読出装置が、上記開始セクタ（３３）から上記第１のターゲットセクタに、クロス
トラックモードを用いてジャンプするように選択され、
上記第１の領域（４）の前に位置し、各セクタＩＤに基づいて当該光ディスク上に連続的
に配列された第３のセクタの組（３１～３１１）を含む第３の領域（６）を更に備え、該
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第３のセクタの組によって形成されるセクタＩＤのシーケンスは、少なくとも１つのセク
タＩＤ欠落によって不連続的であることを特徴とする光ディスク。
【請求項２】
上記第１のターゲットセクタ（３５２）は、上記第２の領域（５）の後に位置し、上記ナ
ビゲーションデータは、上記光ディスク読出装置に対し、上記第１のターゲットセクタ（
３５２）又は該第１のターゲットセクタ（３５２）の後のセクタを読み出した後に、上記
ピックアップ読取素子を、上記第２の領域（５）のセクタの１つのセクタＩＤを有する第
２のターゲットセクタ（３１６、３１７）に移動させるように指示することを特徴とする
請求項１記載の光ディスク（１４）。
【請求項３】
上記第１のターゲットセクタと上記第２のターゲットセクタとの間のセクタの数は、上記
光ディスク読出装置が、上記クロストラックモードを用いて第１の再生位置から第２の再
生位置にジャンプし、又は上記光ディスク読出装置が、オントラックモードを用いて、上
記第１のターゲットセクタから該第２のターゲットセクタに移動するように選択されるこ
とを特徴とする請求項２記載の光ディスク（１４）。
【請求項４】
上記第２の領域（５）の後に位置し、各セクタＩＤに基づいて当該光ディスク上に連続し
て配列された第４のセクタの組（３２３～３２５）を含む第４の領域（７）と、
上記第４の領域（７）の後に位置し、各セクタＩＤに基づいて当該光ディスク上に連続し
て配列された第５のセクタの組（３２６～３２８）を有し、該第４のセクタの組内のセク
タＩＤの複製である少なくとも１つのセクタＩＤを含む第５の領域（８）とを更に備える
請求項１乃至３いずれか１項記載の光ディスク（１３）。
【請求項５】
上記ナビゲーションデータは、上記光ディスク読出装置に対し、上記第１の領域（４）の
セクタ（３１３）の１つを読み出した後に、上記ピックアップ読取素子を、上記第５の領
域（８）のセクタ又は該第５の領域（８）の後のセクタの１つのセクタＩＤを有する更な
るターゲットセクタ（３２７）に移動させるように指示し、上記第１の領域（４）のセク
タ（３１３）と、上記更なるターゲットセクタ（３２７）との間のセクタの数は、上記光
ディスク読出装置が、上記第１の領域（４）の上記セクタ（３１３）から上記更なるター
ゲットセクタ（３２７）に、上記クロストラックモードを用いてジャンプするように選択
されることを特徴とする請求項４記載の光ディスク（１３）。
【請求項６】
上記第２の領域（５）と上記第４の領域（７）との間に位置し、各セクタＩＤに基づいて
当該光ディスク上に連続して配列された第６のセクタの組（３１８～３２３）を含む第６
の領域（９）を更に備え、該第６のセクタの組によって形成されるセクタＩＤのシーケン
スは、少なくとも１つのセクタＩＤ欠落によって不連続的であることを特徴とする請求項
５記載の光ディスク（１３）。
【請求項７】
上記第６のセクタの組（３１８～３２３）によって形成されるセクタＩＤのシーケンス内
に含まれていないセクタＩＤの数は、上記第３のセクタの組（３３～３１１）によって形
成されるセクタＩＤのシーケンス内に含まれていないセクタＩＤの数より少ないことを特
徴とする請求項６記載の光ディスク（１３）。
【請求項８】
上記第２の領域（５）の後に第７の領域（１２）を備え、及び／又は上記第５の領域（８
）の後に第８の領域（１３）を備え、該第７の領域（１２）は、第２のセクタの組内のセ
クタＩＤを複製したセクタＩＤを有する少なくとも１つのセクタを含み、該第８の領域（
１３）は、第４のセクタの組内のセクタＩＤを複製したセクタＩＤを有する少なくとも１
つのセクタを含むことを特徴とする請求項４乃至７いずれか１項記載の光ディスク（１１

～１５）。
【請求項９】
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上記第１、第２、第４、第５、第７、第８の領域（４、５、７、８、１２、１３）の少な
くとも１つのセクタの数は、互いに異なることを特徴とする請求項８に項記載の光ディス
ク（１１～１５）。
【請求項１０】
上記第１、第２、第４、第５、第７、第８の領域（４、５、７、８、１２、１３）の少な
くとも１つは、同じセクタＩＤを有するセクタを含むことを特徴とする請求項９記載の光
ディスク（１１～１５）。
【請求項１１】
上記第１、第２、第４、第５、第７、第８の領域（４、５、７、８、１２、１３）の少な
くとも１つは、同じセクタＩＤを有するセクタシーケンスを含むことを特徴とする請求項
９又は１０記載の光ディスク（１１～１５）。
【請求項１２】
上記第１、第２、第４、第５、第７、第８の領域（４、５、７、８、１２、１３）に格納
されたデータによって、上記光ディスク読出装置は、当該光ディスクの読出処理を中止し
、又は当該光ディスクから特定のデータを読み出すことを拒否し、又は歪んだコンテンツ
／広告コンテンツを出力することを特徴とする請求項８乃至１１いずれか１項記載の光デ
ィスク（１１～１８）。
【請求項１３】
上記第１乃至第８の領域又はこの一部に記録されたデータは、第１のナビゲーションデー
タ及び／又は第２のナビゲーションデータ及び／又は第３のナビゲーションデータによっ
て引き起こされる光ピックアップデバイスのジャンプによって、当該光ディスクの消費者
にとって、当該光ディスクのコンテンツの知覚可能な品質を不必要に低下させないデータ
であることを特徴とする請求項８乃至１２いずれか１項記載の光ディスク（１１～１８）
。
【請求項１４】
上記第１乃至第８の領域又はこの一部に記録されたデータは、スタートアップ／ブート／
ローディングデータ、メニューデータ、静止画像又は変化が遅いピクチャ、黒フレームの
シーケンス、又は音声の無音期間に対応することを特徴とする請求項８乃至１３いずれか
１項記載の光ディスク（１１～１８）。
【請求項１５】
上記第１乃至第８の領域又はこの一部に記録されたデータは、ＤＶＤビデオのＶＯＢファ
イルの一部であることを特徴とする請求項８乃至１４いずれか１項記載の光ディスク（１

１～１８）。
【請求項１６】
当該光ディスクは、ＣＤ－ＲＯＭ、ＣＤエクストラ、ＳＶＣＤ、ＳＡＣＤ（商標）、ＤＶ
Ｄ－ＲＯＭ、ＤＶＤビデオ、ＤＶＤオーディオ、ＰＳ２（商標）－ＤＶＤ、ＵＭＤ（商標
）、ＨＤ－ＤＶＤ、ブルーレイディスク又はこれらに類するディスクであることを特徴と
する請求項１乃至１５いずれか１項記載の光ディスク（１１～１８）。
【請求項１７】
当該光ディスクのセクタは、コンテンツセルにグループ化され、該各コンテンツセルは、
少なくとも１つのセクタを含み、上記第１乃至第８の領域は、少なくとも１つのコンテン
ツセルを含むことを特徴とする請求項８乃至１６いずれか１項記載の光ディスク（１１～
１８）。
【請求項１８】
当該光ディスクは、ＤＶＤビデオであり、ボタンは、自動的にアクティブ化され、対応す
るボタンコマンドを実行することを特徴とする請求項１乃至１７いずれか１項記載の光デ
ィスク（１１～１８）。
【請求項１９】
それぞれがセクタＩＤを有するセクタ（３）を有する当該光ディスク（１１～１８）にお
いて、
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各ＩＤに基づいて当該光ディスク（１１～１８）上で連続的に配列された第１のセクタの
組（３１３～３１５）を含む第１の領域（４）と、
各ＩＤに基づいて当該光ディスク（１１～１８）上で連続的に配列された第２のセクタの
組（３１６～３１８）を有し、ディスクスキャン方向（Ｂ）に関して上記第１の領域（４
）の後に位置し、上記第１のセクタの組内のセクタＩＤの複製である少なくとも１つのセ
クタＩＤを有する第２の領域（５）と、
上記第１の領域（４）の前に位置する開始セクタ（３３）とを備え、
当該光ディスク上のデータは、上記開始セクタ（３３）を読み出した後に、上記第２の領
域（５）のセクタ又は該第２の領域（５）の後のセクタの１つのセクタＩＤを有する第１
のターゲットセクタ（３１６、３１７、３５２）においてデータ読出を続け、該開始セク
タ（３３）と該第１のターゲットセクタ（３１６、３１７、３５２）との間のセクタの数
は、上記光ディスク読出装置が、該開始セクタ（３３）から該第１のターゲットセクタ（
３１６、３１７、３５２）に、クロストラックモードを用いてジャンプするように選択さ
れ、
上記第１の領域（４）の前に位置し、各セクタＩＤに基づいて当該光ディスク上に連続的
に配列された第３のセクタの組（３１～３１１）を含む第３の領域（６）を更に備え、該
第３のセクタの組によって形成されるセクタＩＤのシーケンスは、少なくとも１つのセク
タＩＤ欠落によって不連続的であることを特徴とする光ディスク。
【請求項２０】
コピー保護されたマスタ画像を記録し、それぞれがセクタＩＤを有するセクタ（３）を有
する光ディスク（１１～１８）に該コピー保護されたマスタ画像を書き込むためのマスタ
ディスクにおいて、
各ＩＤに基づいて上記光ディスク（１１～１８）上で連続的に配列された第１のセクタの
組（３１３～３１５）を含む第１の領域（４）と、
各ＩＤに基づいて上記光ディスク（１１～１８）上で連続的に配列された第２のセクタの
組（３１６～３１８）を有し、ディスクスキャン方向（Ｂ）に関して上記第１の領域（４
）の後に位置し、上記第１のセクタの組内のセクタＩＤの複製である少なくとも１つのセ
クタＩＤを有する第２の領域（５）と、
上記第１の領域（４）の前に位置する開始セクタ（３３）と、
光ディスク読出装置が開始セクタ（３３）を読み出した後に、ピックアップ読取素子を、
上記第２の領域（５）のセクタ又は該第２の領域（５）の後に位置するセクタの１つのセ
クタＩＤを有する第１のターゲットセクタ（３１６、３１７、３５２）に移動させること
を該光ディスク読出装置に指示するナビゲーションデータとを備え、
上記開始セクタ（３３）と上記第１のターゲットセクタとの間のセクタの数は、上記光デ
ィスク読出装置が、上記開始セクタ（３３）から上記第１のターゲットセクタに、クロス
トラックモードを用いてジャンプするように選択され、
上記第１の領域（４）の前に位置し、各セクタＩＤに基づいて当該光ディスク上に連続的
に配列された第３のセクタの組（３１～３１１）を含む第３の領域（６）を更に備え、該
第３のセクタの組によって形成されるセクタＩＤのシーケンスは、少なくとも１つのセク
タＩＤ欠落によって不連続的であることを特徴とするマスタディスク。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、光ディスク、マスタディスク及びデータ信号に関する。
【背景技術】
【０００２】
　コピープロテクト機構は、オーディオデータ又はビデオデータ、及び他のデジタルデー
タ等のデータの不正コピーを防止する非常に効果的な技術であり、コンテンツ所有者は、
コンテンツの不正なコピーによって生じる経済的損失を低減するために、この技術を用い
ることが多い。コピープロテクト機構は、例えば、保護すべきデータを記録するデータ担
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体内に設けられることもあれば、コピーソフトウェア／コピー装置内に設けられることも
ある。これまで、多くの異なるコピープロテクト機構が開発されている。これらの幾つか
は、既に無効化されており、又は将来、無効化されると予想されるため、コンテンツのコ
ピーを防止し、又はコピーされたコンテンツがユーザにとって不都合なものとなるような
更なる機構を実現する必要がある。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　本発明の目的は、コピーを防止し、又はコピーされたコンテンツがユーザの期待にそぐ
わないものになるような光ディスクを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　この目的を達成するために、本発明は、請求項１及び２０に基づく光ディスクを提供す
る。更に、本発明は、請求項２１に基づくマスタディスクを提供する。更に、本発明は、
請求項２２に基づくデータ信号を提供する。本発明の更なる特徴及び好ましい実施の形態
は、従属請求項に定義されている。
【０００５】
　本発明に係る光ディスクは、各ＩＤに基づいて光ディスク上で連続的に配列された第１
のセクタの組を含む第１の領域と、各ＩＤに基づいて光ディスク上で連続的に配列された
第２のセクタの組を有し、ディスクスキャン方向に関して第１の領域の後に位置し、第１
のセクタの組内のセクタＩＤの複製である少なくとも１つのセクタＩＤを有する第２の領
域と、第１の領域の前に位置する開始セクタと、光ディスク読出装置が開始セクタを読み
出した後に、ピックアップ読取素子を、第２の領域のセクタ又は第２の領域の後に位置す
るセクタの１つのセクタＩＤを有する第１のターゲットセクタに移動させることを光ディ
スク読出装置に指示するナビゲーションデータとを備え、開始セクタと第１のターゲット
セクタとの間のセクタの数は、光ディスク読出装置が、開始セクタから第１のターゲット
セクタに、クロストラックモードを用いてジャンプするように選択される。
【０００６】
　本明細書において、「セクタＩＤ」という用語は、各セクタを特定するための識別子（
識別情報）を意味する。この識別子は、通常は、一意的識別子である。しかしながら、本
発明では、少なくとも２つのセクタが同じ識別子を有し、すなわち、光ディスク読出装置
は、セクタの各識別子を解析するだけでは、セクタを識別できない。例えば、ＤＶＤのコ
ンテキストでは、「セクタＩＤ」は、物理的なセクタに割り当てられたシリアル番号を意
味する。また、ＣＤのコンテキストでは、「セクタＩＤ」は、時刻（分：秒：フレーム）
を意味していてもよい。また、本明細書において、「セクタ」という用語は、ディスクの
情報領域内のトラックにおいて、他のアドレス指定可能な部分とは別にアクセスできるア
ドレス指定可能な最小の単位を意味する（「物理的なセクタ」とも呼ばれる）。また、本
明細書において、領域及びセクタに関連して用いる「前」及び「後」という表現は、常に
、ディスクスキャン方向に基づいており、すなわち、ディスクスキャン方向が第１の領域
から第２の領域に向かっている場合、第２の領域は、第１の領域の「後」に位置する（す
なわち、ディスクスキャン方向に光ディスクをスキャンする場合、第２の領域は、第１の
領域の後に読み出される）。また、本明細書において「良いコンテンツ」とは、コンテン
ツがユーザの期待にそうことを意味し、「悪いコンテンツ」とは、コンテンツがユーザの
期待にそわないことを意味する。開始セクタは、（例えば、ＤＶＤビデオの場合）複数の
セクタを含む開始セルの一部であってもよい。この場合、ナビゲーションデータは、光デ
ィスク読出装置に対し、開始セルを読み出した後に、ピックアップ読取素子を、第２の領
域のセクタ又は第２の領域の後のセクタの１つのセクタＩＤを有する第１のターゲットセ
クタに移動させるように指示する。
【０００７】
　各光ディスクは、通常、渦巻状のパスを有し、光学レーザピックアップによって読み出
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される情報は、この渦巻状のパスに沿って記録される。この情報は、それぞれが一意的識
別子（「セクタＩＤ」）を有するセクタに分割される。セクタＩＤの数値は、（関連する
ディスクの仕様に基づいて）ディスクスキャン方向に沿って、セクタからセクタに、連続
的に増加／減少する。
【０００８】
　通常、「オントラックモード」又は「クロストラックモード」、若しくはこれらの２つ
のモードの組合せによって、光ディスク上の特定のセクタに到達することができる。「オ
ントラックモード」（通常、コピーソフトウェアによって用いられる。）では、読出ソフ
トウェア（光ディスク読出装置の一部である。）が、光ピックアップデバイスに対し、デ
ィスク上の特定の開始セクタに位置を合わせ、開始セクタに続く各セクタを読み出す（僅
かなセクタをスキップできる場合もある。）ように指示し、すなわち、光ディスク読出装
置は、光ピックアップデバイスを渦巻状のパスに沿って移動させる。一方、「クロストラ
ックモード」では、読出ソフトウェアは、多くのセクタの読出をスキップし（コピーソフ
トウェアは、通常、このモードを使用しない。）、光ディスク読出装置は、光ピックアッ
プの位置を大幅に移動させる。また、渦巻状のパスに沿って光ピックアップを移動させる
ことは、時間が掛かりすぎる場合もある。したがって、光ディスク読出装置は、より速い
動作のために、半径方向に「ジャンプ」する（すなわち、渦巻状のパスを横断する）。光
ディスク読出装置がコピーソフトウェアによって駆動される場合、オントラックモードは
、コピーソフトウェア（光ディスク読出装置の一部ではない。）によって生成され、コピ
ーソフトウェアから、読出命令シーケンスを処理する読出ソフトウェアに渡される「読出
命令シーケンス」によって行われる。
【０００９】
　セクタの読出を実行するために、光ディスク読出装置は、（各セクタＩＤを検索するこ
とによって）セクタを検索し、セクタ内に記録された情報を読み出す。同じセクタＩＤを
有する２つのセクタが光ディスク上に記録されている場合、光ディスク読出装置は、通常
、セクタの一方、すなわち、最初にアクセスしたセクタからの情報のみを読み出す（光デ
ィスク読出装置の内部のメカニズム）。他方のセクタ、すなわち、２番目にアクセスされ
るセクタの情報は、無視される。
【００１０】
　本発明は、光ディスク読出装置のこの「振る舞い」を利用する。本発明では、同じＩＤ
を有する少なくとも２つの異なるセクタの組を提供する。異なるセクタの組が同じＩＤを
有することによって、第１のセクタの組、すなわち、先にアクセスされるセクタの組に記
録されている情報だけが読み出される。第１のセクタの組の後に位置する他方のセクタの
組（例えば、第２の組）に保存された情報は、無視される。したがって、本発明に基づく
光ディスクをコピーした場合、第１のセクタの組（第１の領域）に記録されている情報の
みがコピーされ、他のセクタの組（例えば、第２の領域）に保存されている情報は、無視
される（これは、オントラックモードでセクタを読み出した場合に成立する）。これは、
元の光ディスクに記録されている全ての情報がコピーされず、その一部だけがコピーされ
ることを意味する。ここで、本発明では、実際にユーザが希望している情報は、第１の領
域には記録せず、他の領域（例えば、第２の領域）に記録する。この結果、ユーザが、本
発明に基づく光ディスクをコピーしようとしても、元の光ディスクの不完全なコピー（す
なわち、１：１のコピーではないコピー）が作成されるのみであり、すなわち、ユーザが
希望する全ての情報（又は、ユーザにとって絶対に必要な情報）はコピーされない。
【００１１】
　この原理は、光ディスクに複数回適用してもよく、すなわち、一方の領域のセクタが他
方の領域のセクタと同じセクタＩＤを有する光ディスク上に、幾つかの領域の対を設けて
もよい。それぞれの対の１つの領域は、「良い」コンテンツを含み、それぞれの対のもう
他方の領域は、「悪い」コンテンツを含む。このように、コピープロテクト機構は、同じ
光ディスクに何重にも適用できる。
【００１２】
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　光ディスクに保存されている情報を読み出す再生装置が「悪い」情報（第１の領域に保
存されている情報）を読み出さないようにし、第２の領域に保存されている「良い」コン
テンツを読み出すようにするために、光ディスクは、ナビゲーションデータを提供し、こ
のナビゲーションデータは、光ディスク読出装置に対し、開始セクタ（第１の領域の前に
位置している）を読み出した後に、ピックアップ読取素子を、第２の領域のセクタ又は第
２の領域の後にあるセクタの１つのセクタＩＤを有する第１のターゲットセクタに移動さ
せるように指示する。このナビゲーションデータによって、再生装置のセクタアクセスモ
ードは、オントラックモードからクロストラックモードに変化し（読出レーザビームは、
第１のナビゲーションデータが「指示する」第１のターゲットセクタに向かって半径方向
に「ジャンプ」する。）、この結果、複数のセクタをスキップし、すなわち、渦巻状のパ
スを横断する。オントラックモードからクロストラックモードへの変化は、次に読み出す
セクタには、オントラックモード及びクロストラックモードを用いてアクセスした方が有
利かを判定する再生装置の光ディスク読出装置の内部のメカニズムに基づいている。この
判定は、最後に読み出されたセクタと、次に読み出すセクタとの間のセクタの数に強く依
存している。したがって、開始セクタと、第２の領域内又は第２の領域の後に位置してい
る第１のターゲットセクタとの間の「距離」（すなわち、セクタの数）は、光ディスク読
出装置が、オントラックモードからクロストラックモードに確実に変化するように選択さ
れる（開始セクタと第１のターゲットセクタとの間の距離が十分大きくない場合、光ディ
スク読出装置は、クロストラックモードを用いず、オントラックモードを用いて第１のタ
ーゲットセクタにアクセスしようとする可能性がある）。ナビゲーションデータによって
意図されるジャンプは、コピー装置では考慮されず、すなわち、コピー装置のデータ読出
モード（オントラックモード）に影響を及ぼさないが、コピー装置と再生装置とにおいて
、本発明に基づく光ディスクからデータを読み出す手法がそれぞれ異なるため、再生装置
は、上述のように、これらのジャンプを行う。
【００１３】
　このように、重要な本発明の側面は、再生装置では、光ディスク読出装置のピックアッ
プデバイスのジャンプのために、第１の領域ではなく、第２の領域だけがアクセスされる
ように第１の領域及び第２の領域の位置、並びに開始セクタの位置を選択する点である。
換言すれば、クロストラックモードでは、（再生装置の）光ディスク読出装置は、第１の
領域をジャンプし、オントラックモードでは、（コピーデバイスの）光ディスク読出装置
が第１の領域にアクセスする。このように、ディスクコピー処理とディスク再生処理では
、セクタアクセスモードが異なるため、コピー処理と再生処理の間、光ディスクからそれ
ぞれ異なる情報が読み出される。
【００１４】
　これまで、第１の領域が「悪い」コンテンツを含み、第２の領域が「良い」コンテンツ
を含むとの仮定に基づいて本発明を説明した。ここで、コピープログラムが、光ディスク
を逆方向に読み出し、先に第２の領域にアクセスして、良いコンテンツを読み出し、悪い
コンテンツを無視する場合も想定される。このような状況を回避するために、本発明は、
（逆スキャンディスク方向に関して）最初にアクセスされる領域に「悪い」コンテンツを
格納し、次にアクセスされる領域に「良い」コンテンツを格納する領域の対を提供する。
両方の種類の領域の対を組合せることによって、光ディスクをより確実に「コピー保護」
することができる。
【００１５】
　本発明の一実施の形態においては、第１のターゲットセクタは、第２の領域の後に位置
し、ナビゲーションデータは、光ディスク読出装置に対し、第１のターゲットセクタ又は
第１のターゲットセクタの後のセクタを読み出した後に、ピックアップ読取素子を、第２
の領域のセクタの１つのセクタＩＤを有する第２のターゲットセクタに移動させるように
指示する。第２のターゲットセクタは、データ読取を続けるべき第２の再生位置に対応し
ている。この実施の形態では、第２のターゲットセクタは、開始セクタからの順方向ジャ
ンプではアクセスされず、第１のターゲットセクタ又は第１のターゲットセクタの後に位



(8) JP 4845760 B2 2011.12.28

10

20

30

40

50

置するセクタからの逆方向ジャンプ／移動によってアクセスされる。第１のターゲットセ
クタと第２のターゲットセクタとの間のセクタの数は、光ディスク読出装置が、クロスト
ラックモードを用いて第１のターゲットセクタから第２のターゲットセクタにジャンプし
、又は光ディスク読出装置が、オントラックモードを用いて、第１のターゲットセクタか
ら第２のターゲットセクタに移動するように選択される。
【００１６】
　ナビゲーションデータの精度は、所定の「詳細」レベルに限定されない。例えば、ナビ
ゲーションデータは、ピックアップ読取素子に対し、複数のセクタを含む特定のコンテン
ツセルにアクセスするように指示してもよく（例えば、ＤＶＤビデオのコンテキストで用
いることができる「高レベルナビゲーションデータ」）、特定のセクタに直接アクセスす
るように指示してもよい（例えば、ＤＶＤ－ＲＯＭのコンテキストで用いることができる
「低レベルナビゲーションデータ」）。また、ナビゲーションデータは、ピックアップ読
取素子に対し、特定のデータファイルにジャンプするように指示してもよい（「高レベル
ナビゲーションデータ」）。他の可能性（例えば、ＤＶＤビデオのコンテキストで用いる
ことができる「中レベルナビゲーションデータ」）として、第１のコンテンツセルの終了
セクタから第２のコンテンツセルの開始セクタに移動する際に、ジャンプ（クロストラッ
クモード）が必要となるように、連続する２つのコンテンツセルに開始セクタ及び終了セ
クタを割り当ててもよい。例えば、セクタ「５０」～「７０」をコンテンツセル「４」に
割り当て、セクタ「６」～「８」をコンテンツセル「５」に割り当ててもよい。これによ
り、光ピックアップ読取素子は、セクタ「５７」を読み出した後に、クロストラックモー
ドを用いてセクタ「６」にジャンプする。なお、本発明は、このような可能性に限定され
るわけではない。
【００１７】
　また、本発明に係る光ディスクは、それぞれがセクタＩＤを有するセクタを有する光デ
ィスクにおいて、各ＩＤに基づいて光ディスク上で連続的に配列された第１のセクタの組
を含む第１の領域と、各ＩＤに基づいて光ディスク上で連続的に配列された第２のセクタ
の組を有し、ディスクスキャン方向に関して第１の領域の後に位置し、第１のセクタの組
内のセクタＩＤの複製である少なくとも１つのセクタＩＤを有する第２の領域と、第１の
領域の前に位置する開始セクタとを備え、光ディスク上のデータは、開始セクタを読み出
した後に、第２の領域のセクタ又は第２の領域の後のセクタの１つのセクタＩＤを有する
第１のターゲットセクタにおいてデータ読出を続け、開始セクタと第１のターゲットセク
タとの間のセクタの数は、光ディスク読出装置が、開始セクタから第１のターゲットセク
タに、クロストラックモードを用いてジャンプするように選択される。
【００１８】
　この場合、光ディスクは、ナビゲーションデータ自体を含まない。しかしながら、デー
タを介するナビゲーションは、ディスク上のデータの構成によって示されており（例えば
、光ディスク上で連続的に読み出される２つのデータファイルが非常に離れた位置に存在
するように、データを配列する。）、これによって、光ピックアップデバイスは、（デー
タを読み出すための標準の読出プログラムを用いた場合）クロストラックモードに変化す
る。
【００１９】
　更に、本発明に係るマスタディスクは、コピー保護されたマスタ画像を記録し、それぞ
れがセクタＩＤを有するセクタを有する光ディスクにコピー保護されたマスタ画像を書き
込むためのマスタディスクにおいて、各ＩＤに基づいて光ディスク上で連続的に配列され
た第１のセクタの組を含む第１の領域と、各ＩＤに基づいて光ディスク上で連続的に配列
された第２のセクタの組を有し、ディスクスキャン方向に関して第１の領域の後に位置し
、第１のセクタの組内のセクタＩＤの複製である少なくとも１つのセクタＩＤを有する第
２の領域と、第１の領域の前に位置する開始セクタと、光ディスク読出装置が開始セクタ
を読み出した後に、ピックアップ読取素子を、第２の領域のセクタ又は第２の領域の後に
位置するセクタの１つのセクタＩＤを有する第１のターゲットセクタに移動させることを
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光ディスク読出装置に指示するナビゲーションデータとを備え、開始セクタと第１のター
ゲットセクタとの間のセクタの数は、光ディスク読出装置が、開始セクタから第１のター
ゲットセクタに、クロストラックモードを用いてジャンプするように選択される。
【００２０】
　更に、本発明に係るデータ信号は、それぞれがセクタＩＤを有するセクタを有する光デ
ィスクに書き込まれる情報を表すデータ信号において、光ディスクは、各ＩＤに基づいて
光ディスク上で連続的に配列された第１のセクタの組を含む第１の領域と、各ＩＤに基づ
いて光ディスク上で連続的に配列された第２のセクタの組を有し、ディスクスキャン方向
に関して第１の領域の後に位置し、第１のセクタの組内のセクタＩＤの複製である少なく
とも１つのセクタＩＤを有する第２の領域と、第１の領域の前に位置する開始セクタと、
光ディスク読出装置が開始セクタを読み出した後に、ピックアップ読取素子を、第２の領
域のセクタ又は第２の領域の後に位置するセクタの１つのセクタＩＤを有する第１のター
ゲットセクタに移動させることを光ディスク読出装置に指示するナビゲーションデータと
を備え、開始セクタと第１のターゲットセクタとの間のセクタの数は、光ディスク読出装
置が、開始セクタから第１のターゲットセクタに、クロストラックモードを用いてジャン
プするように選択される。
【００２１】
　製造業者は、このデータ信号に基づき、光ディスクレコーダを用いて、本発明に基づく
マスタディスク又は本発明に基づく光ディスクを製造できる。
【００２２】
　このように、本発明は、コピーされた光ディスクにおいてコンテンツ（及び／又は動作
）が変化する光ディスク（「コピープロテクト機構」と呼ぶこともできる。）を提供する
。例えば、コピーされた光ディスクが再生された場合、望まれない広告データが再生され
、元の光ディスクでは、通常の再生が行われる（望ましいデータだけが再生される）。な
お、本発明は、これらの具体例に限定されない。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２３】
　全ての図面は、概要的に示されている。特に、各領域のセクタの数及び各領域間のセク
タの数は、実際には、図面に示すセクタの数とは大きく異なっている場合が多い。
【００２４】
　図１は、渦巻状のパス２を有する光ディスク１を示しており、情報は、この渦巻状のパ
ス２に沿って記録されている。情報は、渦巻状のパス２に沿って配置された複数のセクタ
３１～３５に分割される（これに続くセクタは、図１には示していない）。スキャンをセ
クタ３４から開始して、セクタ３２６に至るまでには、２つの可能性がある。第１の可能
性として、渦巻状のパス２に沿って、セクタ３２６に達するまでスキャンを行ってもよい
（「オントラックモード（on-track mode）」）。第２の可能性として、矢印Ａによって
示すように、半径方向にジャンプし（「クロストラックモード」）、次にオントラックモ
ードを用いて「微調整」を行ってもよい。再生装置が、セクタ３４からセクタ３２６に移
動するために、オントラックモード及びクロストラックモード（すなわち、セクタ３５～
３２５をスキップする。）のいずれを用いるかに関する判定は、セクタ３５とセクタ３２

６との間のセクタの数に依存する。このセクタの数が所定の閾値を下回る場合、光ディス
ク読出装置は、オントラックモードを用い、このセクタの数がこの閾値以上である場合、
光ディスク読出装置は、クロストラックモードを用いる。オントラックモード及びクロス
トラックモードのいずれを用いるかに関する判定は、光ディスク読出装置の内部のハード
ウェア／ソフトウェアで実行され、すなわち、コピーソフトウェア自体によって影響が及
ぼされることはない。本発明では、以下に説明するように、この原理を利用する。
【００２５】
　図２は、本発明に基づく光ディスクの第１の実施の形態を示している。光ディスク１１

は、それぞれが、各セクタの半径方向の位置に応じて連続的に増加するセクタＩＤ（Ｓ１
～Ｓ１７）を有する複数のセクタ３１～３２０を有する。光ディスク１１は、第１の領域
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４を有し、第１の領域４は、各ＩＤに基づいてディスク上で連続的に配列された（ＩＤが
大きいほど、半径方向において後ろに位置する。）第１のセクタの組３１３～３１５を含
む。更に、光ディスク１１は、第２のセクタの組３１６～３１８を含む第２の領域５を有
し、第２の領域５は、（矢印Ｂで示す）ディスクスキャン方向に関して第１の領域４の後
方に位置し、第２のセクタの組３１６～３１８は、第１のセクタの組３１３～３１５のセ
クタＩＤの複製であるセクタＩＤ（Ｓ１３～Ｓ１５）を有する（すなわち、セクタ３１３

のセクタＩＤは、セクタ３１６のセクタＩＤと同じであり、セクタ３１４のセクタＩＤは
、セクタ３１７のセクタＩＤと同じであり、セクタ３１５のセクタＩＤは、セクタ３１８

のセクタＩＤと同じである）。光ディスク１１は、セクタ３３（開始セクタ）から第２の
領域５のセクタ３１７を「指示する」ナビゲーションデータを備える。第１の領域４内に
記録されたデータは、光ディスク１１を「使用」する際に読み出すべきではないデータで
あり、（この文脈においては、「使用」とは、特に標準の光ディスク読出装置を用いて光
ディスク内のデータを再生することを意味する。）第２の領域５内に記録されたデータは
、光ディスク１１を使用する際に読み出すべきデータである。例えば、ＤＶＤビデオの場
合、ナビゲーションデータは、「ｉｆｏ」ファイル内に個別に保存されたデータであって
もよい。これに代えて又はこれに加えて、ナビゲーションデータは、開始セクタ３３内に
直接格納してもよい。
【００２６】
　コピーソフトウェアは、光ディスク読出装置に対して、ナビゲーションデータを考慮に
入れず、データセクタの読み出しをセクタ３１から開始し、ディスクスキャン方向Ｂに沿
ったセクタに進めるように命令する。これは、光ディスク１１をコピーした場合、セクタ
３１３～３１５がアクセスされ、これらに記録されているデータがコピーされることを意
味する。この結果、セクタ３１６～３１８に記録されているデータは、コピーされない（
これらのセクタは、セクタ３１３～３１５と同じセクタＩＤを有するため）。これは、第
２の領域５内に格納されているデータが光ディスク１のコピーには存在しなくなることを
意味する。ここで、実際に読み出す必要があるデータは、第１の領域４内ではなく、第２
の領域５内に記録されているため、第１の領域４のデータのみを記録し、第２の領域５の
データを記録していない光ディスクは、使用できない（又は品質が劣化し、又は広告コン
テンツ等を含む）。なお、再生装置は、ピックアップ読取素子をセクタ３１７に移動させ
るように指示するナビゲーションデータに従う。すなわち、光ディスク読出装置は、光デ
ィスク１１をコピーする際に用いられるオントラックモードからクロストラックモードに
変化し、この結果、第２の領域５に直接ジャンプする。このように、第１の領域４内に記
録されている情報は、読み出されない。光ディスク読出装置がオントラックモード（開始
セクタ３３を読み出すまで用いられる）からクロストラックモードに変化することを確実
にするためには、開始セクタ３３とセクタ３１７との間に存在するセクタの数が十分大き
い必要がある。
【００２７】
　光ディスク読出装置は、クロストラックモードを用いてセクタ３１７に到達した後、オ
ントラックモードに戻り、後続する全てのセクタ３１８、３１９、３２０・・・を読み出
す。これに代えて、光ピックアップデバイスは、ナビゲーションデータによる定義に従っ
て、更なるジャンプを実行してもよい。図２では、クロストラックモードを矢印Ｃで示し
ている。これに代えて、第３のセクタ３３からセクタ３１７に到達するために、第２の領
域５の後ろの位置（例えば、光ディスク１１の最後）までジャンプし、第２の領域５に戻
る更なるジャンプを実行してもよく、又は第１のジャンプの後に、オントラックモード（
逆方向のオントラックモード）を用いて所望のセクタ３１７に到達するようにしてもよい
。この処理は、図５に示されている。
【００２８】
　この実施の形態では、ナビゲーションデータは、光ディスク読出装置に対し、ピックア
ップ読取素子を第２の領域５の後ろに位置する第１のターゲットセクタ３５２に移動させ
るように指示し、更に、ナビゲーションデータは、第１のターゲットセクタ３５２又は第
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２のターゲットセクタ３１６の後ろに位置するセクタを読み出した後に、データの読取を
継続する第２の再生位置に対応する、ピックアップ読取素子を第２の領域５のセクタの１
つのセクタＩＤ（Ｓ１４）を有するセクタ３１６（第２のターゲットセクタ）に移動させ
るように指示する。第１のターゲットセクタ３５２と第２のターゲットセクタ３１６との
間のセクタの数は、光ディスク読出装置が、クロストラックモードを用いて、第１のター
ゲットセクタ３５２から第２のターゲットセクタ３１６にジャンプするように選択しても
よい。これに代えて、第１のターゲットセクタ３５２と第２のターゲットセクタ３１６と
の間のセクタの数は、光ディスク読出装置がオントラックモードを用いて、第１のターゲ
ットセクタ３５２から第２のターゲットセクタ３１６に移動するように選択してもよい。
【００２９】
　図３は、第１の領域４の前に位置し、各ＩＤに基づいてディスク１２上に連続して配列
された第３のセクタの組３３～３１１を含む第３の領域６を含む光ディスク１２を示して
おり、この第３の領域６のセクタの数は、光ディスク１２の仕様に基づいて期待される数
より少ない（ここでは、セクタＩＤ「９」を有するセクタが欠落している）。換言すれば
、第３のセクタの組３３～３１１によって形成されるセクタＩＤのシーケンスは、光ディ
スクの仕様に基づいて期待される少なくとも１つのＩＤ（ここでは、セクタＩＤ「９」）
を有していない。
【００３０】
　図３に示す実施の形態によって、第２の領域５へのジャンプが行われず、第１の領域４
にジャンプが行われてしまう可能性を低減できる。第１の領域４へのジャンプが行われる
可能性は、通常、光ディスク読出装置毎に異なる。これは、光ディスクドライブ（機械的
なピックアップ、キャッシング方式、位置決め方式）によっても異なる。各光ディスク読
出装置は、（対応するナビゲーションデータによって）特定のセクタへのジャンプを命令
された場合、通常、所望のセクタに達するために、光ピックアップデバイスを半径方向に
移動させる必要がある推定距離を算出する。光ディスク読出装置は、ジャンプを実行した
後に到達したセクタのセクタＩＤを読み取る。このＩＤが小さすぎる場合、オントラック
モードを用いて、所望のセクタを目指して正のディスクスキャン方向に移動する。このＩ
Ｄが大きすぎる場合、オントラックモードを用いて、所望のセクタを目指して負のディス
クスキャン方向に移動する。但し、この推定距離は、製造公差のため、通常、光ピックア
ップデバイス毎に異なる。したがって、他の光ディスク読出装置より推定距離を短く算定
する光ディスク読出装置が、第１の領域４にジャンプし、他の光ディスク読出装置が第２
の領域５にジャンプするというような事態が生じる。ここで、第１の領域４を渦巻状のパ
スの開始Ｓに向かって移動させる（すなわち、１又は複数のセクタ３を省略する）ことに
よってこのような可能性を低減又は回避することができる。領域６内でより多くのセクタ
を欠落させれば、すなわち、渦巻状のパスの開始Ｓに向かって第１の領域をより大きく移
動させれば、第１の領域４へのジャンプが行われる可能性をより低くすることができる。
また、図７に示すように、（「悪いコンテンツ」を含む）第１の領域４の長さを（「良い
コンテンツ」を含む）第２の領域５の長さより短くすることによっても同様の効果を実現
できる。この実施の形態では、第２の領域５は、同じコンテンツと同じセクタＩＤ、すな
わち、Ｓ１３～Ｓ１５を有するセクタ３１５～３１７及び３１８～３２０を含み、すなわ
ち、第２の領域５は、同じコンテンツと同じセクタＩＤを有する２つのセクタシーケンス
を含む（すなわち、第１の領域４より３つのセクタを多く含む）。これに代えて又はこれ
に加えて、第１の領域４の１つ以上のセクタ（例えば、セクタ３１２）を省略してもよい
。なお、第１の領域４は、第２の領域５のセクタＩＤと同じセクタＩＤを有する少なくと
も１つのセクタを含んでいる必要がある。この原理は、他の（更なる）の領域の対（「悪
いコンテンツ」、「良いコンテンツ」）にも同様に適用できる。図７に示す実施の形態で
は、セクタは、システムの公差を改善するために、光ディスク読出装置が第２の領域５の
最後の３つのセクタへ３１８～３２０にジャンプするように配置する必要がある。これは
、例えば、第３の領域６の更なるセクタを省略することによって実現できる。
【００３１】
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　図４に示す光ディスク１３は、第２の領域５の後に、各ＩＤに基づいてディスク１３上
に連続的に配列された第４のセクタの組３２３～３２５を有する第４の領域７と、第４の
セクタの組３２３～３２５のセクタＩＤの複製であるセクタＩＤ２２～２４を有し、第４
の領域７の後に、各ＩＤに基づいて、ディスク１３上に連続的に配列された第５のセクタ
の組３２６～３２８を有する第５の領域８とを備える。光ディスク１３は、更に、ナビゲ
ーションデータを備え、ナビゲーションデータは、光ディスク読出装置に対し、セクタ３

１３を読み出した後に、第５の領域８のセクタの１つのセクタＩＤ（Ｓ２３）を有するセ
クタ３２７に光ピックアップ読取素子を移動させるように指示し、セクタ３１３とセクタ
３２７の間のセクタの数は、光ディスク読出装置が、クロストラックモードを用いてセク
タ３１３からセクタ３２７にジャンプするように選択されている。
【００３２】
　図４は、図２及び図３を用いて説明したコピー保護原理を二重に適用した実施の形態を
示している。この実施の形態の利点は、光ディスク読出装置が、第２の領域５ではなく、
第１の領域４にジャンプしてしまった場合、光ディスク読出装置が正しい領域（第５の領
域８）にジャンプする第２の「機会」が与えられるという点である。本発明者らの実験に
よれば、光ディスク読出装置が間違った領域に２回ジャンプする確率は非常に低い。この
実施の形態では、第１の領域４のアクセスは、使用品質を低下させず、すなわち、第１の
領域４の目的は、使用品質を低下させることではなく、光ディスク読出装置をセクタ３１

３に誘導することである。この実施の形態では、再生中に第４の領域７からコンテンツが
読み出されることを回避するために、光ピックアップデバイスが領域７を跳び越すように
、第４の領域７の前に第４のナビゲーション領域を設ける必要がある（図４には示してい
ない）。
【００３３】
　図２に示す実施の形態と同様に、第６の領域９は、第２の領域５と第４の領域７の間に
位置し、各ＩＤに基づいてディスク上に連続的に配列された第６のセクタの組３１８～３

２２を有し、第６の領域９のセクタ３１８～３２２の数は、光ディスクの仕様に基づいて
期待される数より少ない。換言すれば、第６のセクタの組３１８～３２２によって形成さ
れるＩＤのシーケンス（ＩＤ１６～２１）は、光ディスクの仕様（オプション）に基づい
て期待される少なくとも１つのＩＤを有していない。これにより、第５の領域８へのジャ
ンプが行われず、第４の領域７にジャンプが行われてしまう可能性を低減できる。
【００３４】
　ナビゲーションデータによって指示されたジャンプが成功しなかった場合、これは、第
３の領域６内で省略されたセクタ３が不十分であることを意味し、すなわち、渦巻状のパ
スの開始点Ｓに向けての第１の領域４のシフトが十分大きくなかったことを意味する。そ
こで、本発明の実施の形態では、第６のセクタの組３１８～３２２によって形成されてい
るＩＤのシーケンス内に含まれていないＩＤの数を、第３のセクタの組３１～３１１によ
って形成されているＩＤのシーケンス内に含まれていないＩＤの数より小さくする。換言
すれば、第６の領域９内の開始点Ｓに向かうシフト率は、第３の領域６内のシフト率より
大きい。これにより、本発明のメカニズムの許容誤差を大きくできる。
【００３５】
　また、本発明に基づくメカニズムの許容誤差は、図７の領域４、５に示すように、第４
の領域７の長さが、第５の領域８の長さより短い場合にも改善される。例えば、第５の領
域８は、同じコンテンツと同じセクタＩＤを有する２個のセクタシーケンスを含んでいて
もよい（すなわち、第４の領域７より３つ多いセクタを含む）。これに代えて又はこれに
加えて、第４の領域７の１つ以上のセクタ（例えば、セクタ３２３）を省略してもよい。
なお、第４の領域７は、第５の領域８のセクタＩＤと同じセクタＩＤを有する少なくとも
１つのセクタ含んでいる必要がある。換言すれば、上述した実施の形態では、領域４、５
、７、８は、同じ長さ（データサイズ）を有する。なお、本発明は、領域４、５、７、８
の長さが異なる場合にも同様に適用できる。更に、これらの領域のうちの１つにおいて、
セクタＩＤを複数回繰り返してもよい。
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【００３６】
　本発明のメカニズムの許容誤差を更に改善するために、図８に示すように、第４の領域
７及び第５の領域８のセクタの数を増加／減少させてもよい。図４に示す実施の形態に比
べて、第４の領域７及び第５の領域８は、それぞれ、３つの更なるセクタを含む（この実
施の形態では、第６の領域９も、３つの更なるセクタを含む）。領域４、７は、悪いコン
テンツを含み、領域５、８は、良いコンテンツを含む。また、（逆方向のコピーを防止す
るために）領域７に、良いコンテンツを格納し、領域８に悪いコンテンツを格納してもよ
い。この場合、第２のジャンプは、領域７に向けて行う必要がある。
【００３７】
　図９は、２回の順方向ジャンプと、２回の逆方向ジャンプが行われる実施の形態を示し
ている。第１の順方向ジャンプは、セクタ３３からセクタ３２０へのジャンプである。次
に、セクタ３２０からセクタ３１６に第１の逆方向ジャンプが実行される。次に、セクタ
３１６からセクタ３３２に第２の順方向ジャンプが実行される。最後にセクタ３３２から
セクタ３２７に第２の逆方向ジャンプが実行される。領域４、７は、悪いコンテンツを含
み、領域５、８は、良いコンテンツを含む。
【００３８】
　図６は、第２の領域５の後に第７の領域１２が設けられた実施の形態を示しており、第
７の領域１２は、第２の領域５内に位置している第２のセクタの組のうちの１つのセクタ
ＩＤを複製したセクタＩＤを有する少なくとも１つのセクタを含む。ここで第７の領域１
２は、第２の領域５のセクタＩＤ、すなわち、Ｓ１３～Ｓ１５と同じセクタＩＤを有する
セクタ３１８～３２０を含む。なお、セクタ３１８～３２０のコンテンツは、セクタ３１

５～３１７のコンテンツとは異なる。これに代えて、例えば、セクタ３１８～３２０のコ
ンテンツは、セクタ３１２～３１４のコンテンツに対応する。このため、ディスクスキャ
ン方向Ｂとは反対の方向に、第２の領域５内に位置するターゲットセクタに向かう光ピッ
クアップデバイスは、第７の領域１２に遭遇する。この結果、データは、第２の領域５か
ら読み出されない。これに代えて、「悪い」コンテンツ（第７の領域１２のコンテンツ）
だけが読み出される。このように、第７の領域１２は、（コピーソフトウェアが、逆方向
に第２の領域５に向かう場合）第１の領域４と同じ役割を果たす。オプションとして又は
これに加えて、上述と同じ目的で（図４参照）、第５の領域８の後に、第５のセクタの組
（３２６～３２８）のうちの１つのセクタＩＤをコピーしたセクタＩＤを有し、悪いコン
テンツを含む少なくとも１つのセクタを含む第８の領域１３を設けてもよい。より一般的
に言えば、それぞれが同じセクタＩＤを有する任意の数の領域の対（「良いコンテンツ」
、「悪いコンテンツ」）を設けることによって、逆方向におけるコピーを防止することが
できる。
【００３９】
　包括的には、第１、第４、第７、第８の領域４、７、１２、１３のうちの少なくとも１
つは、光ディスクコンテンツの知覚可能な品質を低減する効果を有し、又は第１、第４、
第７、第８の領域４、７、１２、１３にアクセスした光ピックアップデバイスから出力さ
れるコンテンツを変更する効果を有する。例えば、領域４、７、１２、１３に格納された
データは、光ディスク読出装置に以下のような動作を実行させてもよい。
＊ディスクの読出処理を終了させる。
＊ディスクからの特定のデータ（例えば、レベル、音、ビデオ、地図、詳細情報、ボーナ
スコンテンツ）の読出を拒否する。
＊歪んだコンテンツを出力する。
＊領域４、７、１２、１３を広告コンテンツで埋める。
＊使用品質を劣化させる（例えば、画質又は音質の劣化、情報の削減又は変更、ユーザ処
理を変更、ビデオ及びオーディオの非同期等）。
＊無限ループに嵌める（例えば、読出、再生）。
＊他のコンテンツ（例えば、広告コンテンツ、低品質のコンテンツ）にジャンプさせる。
＊タイマを設定する（時間の経過によって所定の動作を実行させる）。
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＊後に所定の動作を実行するための状態（例えば、レジスタ）を設定する。
【００４０】
　上に列挙した全ての項目は、本明細書で用いる「悪いコンテンツ」の具体例である。
【００４１】
　本発明は、例えば、コンパクトディスク読出専用メモリ（ＣＤ－ＲＯＭ）、ＣＤエクス
トラ（ＣＤ－Ｅｘｔｒａ）、スーパービデオコンパクトディスク（ＳＶＣＤ）、スーパー
オーディオＣＤ（ＳＡＣＤ）、デジタルバーサタイルディスク読取専用メモリ（ＤＶＤ－
ＲＯＭ）、ＤＶＤビデオ、ＤＶＤオーディオ、プレイステーション２ＤＶＤ（ＰＳ２－Ｄ
ＶＤ）、ユニバーサルメディアディスク（ＵＭＤ）、ハイデフィニションＤＶＤ（ＨＤ－
ＤＶＤ）、ブルーレイディスク等、如何なる種類の光データ媒体にも適用できる。
【００４２】
　本発明に基づく光ディスクの光ディスクコンテンツの知覚可能な品質を不必要に低下さ
せないために、第１～第６の領域４～９又はこれらの一部に格納されているデータは、ナ
ビゲーションデータによって引き起こされる光ピックアップデバイスのジャンプに起因し
て、ディスクの消費者にとって使用品質が著しく低下しないようなデータとする。例えば
、第１～第６の領域４～９又はこれらの一部に格納されているデータは、ジャンプのため
に生じる遅延が消費者に全く／殆ど近くされないような静止画像又は変化が遅いビデオピ
クチャ、又は音声の無音期間に対応していてもよく、すなわち、第１～第６の領域又はこ
れらの一部に格納されているデータは、スタートアップ／ブート／ローディングデータ、
メニューデータであり、又は静止画像又は変化が遅いピクチャ、特に黒映像（black movi
e）に対応し、又は音声の無音期間に対応する。
【００４３】
　ＤＶＤビデオの場合、本発明に基づく「コピー保護」メカニズムは、ＤＶＤビデオディ
スクのＶＯＢ（ビデオオブジェクト）ファイル内で実現されると最良の結果をもたらすこ
とが実験で確認され、すなわち、第１～第６の領域又はこれらの一部に格納されているデ
ータは、ＶＯＢファイルの一部とするとよい。もちろん、ＤＶＤの「ｉｆｏ」ファイル、
「ｂｕｐ」ファイル又はファイルシステム（ＩＳＯ、ＵＤＦ）等、光ディスク上の他のフ
ァイル又はデジタルデータにおいて本発明のメカニズムを用いてもよい（このメカニズム
は、原理的には、光ディスクに記録される如何なるデータ又はファイルにおいても用いる
ことができる）。
【００４４】
　ＤＶＤの場合、図１０に示すように、第１の領域４及び第２の領域５（及び他の領域）
のセクタをコンテンツセルとしてグループ化する。ここで第１の領域４は、３つのセルを
含み、第１のセルは、２つのセクタを含み、第２のセルは、３つのセクタを含み、第３の
セルは、２つのセクタを含む。同様に、第２の領域５は、３つのセルを含み、第１のセル
は、２つのセクタを含み、第２のセルは、３つのセクタを含み、第３のセルは、２つのセ
クタを含む。この場合、ナビゲーションデータは、光ピックアップデバイスを特定のコン
テンツセルの最初、すなわち、特定のコンテンツセルの第１のセクタに移動することのみ
を指示できる。
【００４５】
　ＤＶＤビデオを再生する場合、ユーザは、通常、リモートコントローラを用いて、（画
面上に表示されている）ボタンを押す（アクティブ化する）ことによって、コマンド（「
ボタンコマンド」）を生成する。例えば、ユーザは、ビデオの再生を開始するために（他
の具体例として、言語を選択し、レジスタを設定する等のために）ボタンを押す必要があ
る。例えば、本発明のメカニズムは、実際の映像が開始される前の映像の黒部分（黒フレ
ームのシーケンス）（数秒又は数フレームの長さを有することがある）内に隠されること
があり、又はメインの映像に先行する付加的な「黒映像」内に隠されることがあるので、
ユーザは、その目的を理解しないまま、更なるボタンを押す必要があることがある。この
状況を回避するために、ユーザの手を煩わすことなく、光ディスクがコピーであるか否か
を検査するために、自動的にボタンコマンドをアクティブ化してもよい。すなわち、本発
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明の実施の形態では、光ディスクは、ＤＶＤビデオであり、ボタンは、自動的にアクティ
ブ化され、これにより、対応するボタンコマンドの実行が自動的開始される。
【００４６】
　以下、本発明の更なる側面について説明する。
【００４７】
　光学媒体のコンテンツが無許可にコピーされると、コンテンツの所有者は、大きな経済
的損失を被る。コピー保護技術は、これらの損失を抑制するための技術である。本発明は
、許可された再生装置の再生動作において用いられるピックアップヘッドの異なる移動モ
ードを利用する。本発明では、保護された光ディスクを正しく再生でき、無許可のコピー
は、例えば、適切に動作しない等、ユーザが期待する動作とは異なる動作を引き起こす。
本発明では、再生装置がセクタにアクセスするために用いる移動モードに応じて、セクタ
の範囲から異なる情報が読み出される。
【００４８】
　ＣＤ、ＤＶＤ、ブルーレイ、ＨＤ－ＤＶＤ等の光記録媒体に記録されている情報は、一
連のピット及びランドに符号化されている。この一連のピットは、渦巻状のトラック上に
位置している。このトラックは、固定量の情報を符号化するセクタにセグメント化される
。
【００４９】
　読出機器において、光記録媒体の情報を読み出すために、光ピックアップは、渦巻状の
トラックを検出する。殆ど全ての光ピックアップデバイスは、以下のような、２つの異な
る動作モードを有する。
（１）オントラックモードでは、ピックアップは、渦巻状のトラックに沿って移動する。
（２）クロストラックモードでは、ピックアップは、トラックを横断して、渦巻状のトラ
ックの半径方向に移動する。
【００５０】
　これらのモードは、異なる目的のために用いられる。オントラックモードは、情報を読
み出す際に用いられる。クロストラックモードは、読取位置を変更するために用いられる
。原理的には、オントラックモードで全てのセクタに到達することもできるが、離れたセ
クタ位置には、クロストラックモードを用いた方が速く到達できる。
【００５１】
　本発明は、セクタに到達するために用いられるモード（オントラックモード又はクロス
トラックモード）に応じて少なくとも２つの異なる情報が読み出されるように情報を符号
化した光記録媒体を提供する。本発明は、無許可のコピーの防止に好適に適用できる。
【００５２】
　これは、コピープログラムは、通常、オントラックモードで光学媒体のセクタを読み出
すが、権限のない再生装置は、例えば、ＤＶＤビデオ仕様等の対応するフォーマット仕様
で定義されているようなナビゲーション制御情報に従うためである。本発明は、光学媒体
に記録されるオーディオデータ、ビデオデータ、コンピュータデータ他の種類のデジタル
データの保護に適用できる。
【００５３】
　本発明では、無許可のコピープログラムが読み出す情報を改変することができ、認可さ
れている再生装置は、改変されていない情報を読み出すことができる。この情報の改変は
、無許可のコピープログラム及び／又は無許可のコピーを読み出そうとする再生装置を故
意に誤誘導するために用いることができる。このように、無許可のコピープログラムは、
ディスクの全てのセクタを連続してコピーするだけでは、コピー保護されている光ディス
クと同一の複製を作成することができない。
【００５４】
　これまで、第１の領域４が「悪い」コンテンツを含み、第２の領域５が「良い」コンテ
ンツを含むとの仮定に基づいて本発明を説明した。ここで、コピープログラムが、光ディ
スクを逆方向（逆ディスクスキャン方向）に読み出し、先に第２の領域５にアクセスして
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、良いコンテンツを読み出し、悪いコンテンツを無視する場合も想定される。図１１は、
この状況を示している。このような状況を回避するために、本発明は、逆スキャンディス
ク方向に関して最初にアクセスされる領域（この場合、領域５）に「悪い」コンテンツを
格納し、次にアクセスされる領域（この場合、領域４）に「良い」コンテンツを格納する
領域の対を提供する。このような実施の形態は、例えば、図６に開示されている。
【図面の簡単な説明】
【００５５】
【図１】光ディスク上のセクタにアクセスするために用いられる異なるセクタアクセスモ
ードを図式的に説明する図である。
【図２】本発明に基づく光ディスクの第１の実施の形態を示す図である。
【図３】本発明に基づく光ディスクの第２の実施の形態を示す図である。
【図４】本発明に基づく光ディスクの第３の実施の形態を示す図である。
【図５】本発明に基づく光ディスクの第４の実施の形態を示す図である。
【図６】本発明に基づく光ディスクの第５の実施の形態を示す図である。
【図７】本発明に基づく光ディスクの第６の実施の形態を示す図である。
【図８】本発明に基づく光ディスクの第７の実施の形態を示す図である。
【図９】本発明に基づく光ディスクの第８の実施の形態を示す図である。
【図１０】本発明に基づく光ディスクの第９の実施の形態を示す図である。
【図１１】本発明の第１の実施の形態のコピープロテクトメカニズムを無効化する可能性
を説明する図である。
【符号の説明】
【００５６】
１１～１８　光ディスク、２　渦巻状のパス、３　セクタ、Ａ　矢印、Ｂ　ディスクスキ
ャン方向、４　第１の領域、５　第２の領域、Ｃ　矢印、６　第３の領域、７　第４の領
域、８　第５の領域、９　第６の領域、Ｓ１－Ｓ５２　セクタＩＤ、１２　第７の領域、
１３　第８の領域
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【図７】 【図８】



(19) JP 4845760 B2 2011.12.28

【図９】 【図１０】
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